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国際映像メディア専門学校 学校関係者評価委員会における指摘事項等  

  

  

  

第１回 学校関係評価委員会開催日：平成 28 年 3 月 18 日（金）  

  

出席者： 

新潟県フィルムコミッション協議会 代表   星 龍雄 

株式会社 オールウェイズ 代表取締役   小峯 睦男 

Sunny & Rainy（映像制作） 代表    宮野和真 

国際映像メディア専門学校 副校長   青木健一 

国際映像メディア専門学校 映画プロデュース科 科長 ナシモトタオ 

国際映像メディア専門学校 テレビ制作科 科長  広川一義 

 ※オブザーバー参加 学校長補佐：   野沢康彦 

    Aerial Niigata 代表  榎本 昭紀 

 

  

指摘事項等  

  

（１）学校の概要、目標 

     ・指摘事項該当なし。 

 

（２）運営方針、組織の意思決定等 

・指摘事項／「学校ルール」と「業界ルール」の相違点が、実習実施上の問題点とし

て挙がった。具体的には「予算使用方法」「時間外の延長」「落第者の措置」の３点。 

・改善策／「予算使用方法「に関しては、学校経理上で処理が困難な物品購入に関し

ては、講師の所属法人で立替の後、一括で請求。「時間外の延長」に関しては、制作

業務の延長を完全解消する事は不可能であるが、延長分の講師料支払いは無しのま

ま、学生の管理業務を請け負っていただくことで一旦合意。「落第者の措置」に関し

ては、制作現場の事情最優先で、学生の引き上げ、落第防止のための救済課題等の

フォローは学校サイドで受け持つことで合意。 

 

（３）教育理念、人材育成像、カリキュラム等 

・指摘事項該当なし。 

・我々の教育の本質は「学校都合で業界ルールを無視しない学校作りに挑む」、という

点にある事を再確認した。 
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（４）就職率、退学率、卒業生動向の把握等 

・指摘事項該当なし。 学校サイドからの学科全体報告で終了。 

 

（５）支援体制、健康管理、職業教育の取り組み等 

・指摘事項該当なし。 

 

（６）学習環境整備、防災体制等 

・指摘事項／ 電動工具類、照明関連機材での購入希望、撮影スタジオの防音壁補習

の修繕希望が出た。 

・改善策／ 次年度計画の中で可能な限り対処を検討する予定も、全てリクエストに

応えるとこは困難であるため、機器類持参の対策も同時に依頼。 

 

（７）募集活動等 

・指摘事項該当なし。 

 

（８）財務、予算収支、監査、公開等 

・指摘事項該当なし。 

 

（９）設置法令順守、個人情報管理、自己評価等 

・指摘事項該当なし 

 

 ※その他 

教育課程編成委員会ともメンバーが被って居る事もあり、教育課程編成委員会で行った議

論の再確認を行った。 

１．カリキュラムについて  

・ ソフトウェア、技術指導といった指導項目に関しては、基礎をしっかり学ぶという観点

で評価はできるが、学校内の机の上で行われる指導項目を網羅できても、業界で使える

人材は輩出できない。技術指導には、応用として必ず「チーム製作」に於ける体験が必

要。 

・ 現状、開校以来、できるだけ「多くのチーム製作（プロの現場含む）」を体験させてきた

点は評価するが、年々、現場に送られてくる学生の心が弱くなっている点は否定できな

い。現場に出す前の段階で対処できる形を共に模索しよう。 

・ 現場を重視する姿勢は、人材育成機関として高く評価する。 継続実施。 

 

２．学生フォローについて  
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・ 就職指導からプライベートまで、縦の関係の中で育てていく姿勢は、現場も同様である

ため、たいへん評価するが、過保護な印象は否定できない。学生が折れてしまうのを恐

れるあまり、学生にとって本当に必要な要求を曲げては居ないか？については、検証・

改善できる協力関係を共に作る。 

 

３．教員について  

・ 学校教員が、積極的に学生管理、最新の現場経験を積むために、撮影現場に頻繁に出入

りする姿勢は大変高く評価している。継続実施。  

 

４．その他  

・ 技術力も大切だが、まずは現場の要求する事柄に対し、「自分が何とかせねばならない」

という強い義務感を持って、真っ先に走り出せる学生を育てて欲しい。学生が考える「学

校像」、「何かを与えてもらえる場所」というムードに、学校自体が流されないよう、全

メンバーで検証・確認・修正のサイクルを、継続的に続けていかねばならない。  

・ 問題の一つとして、保護者からのクレーム対応が挙がった。肉体的にも精神的にもハー

ドな企業現場実習に関し、「教育現場としてやり過ぎではないか？」といったクレーム

が入ったケースがあり、事前説明等の対策が必須。 

・ また、現場でドロップアウトした学生に関しては、現場ではあくまで撮影進行が最優先

であるため、学校サイドからのスタッフ派遣によって学生の引き上げ責任を持つ。 

・ 学内の実習授業に関してはこの限りではない。 

 

 

 

以上 


